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＜病棟連絡事項＞
・7/29（火）掛け布団洗濯があります。
＜患者様連絡事項＞
・川村　享様～他科受診について、ここ最近本人の粗暴行為や易怒性が目立っている為、精神症状が落ち着いた後で再度受診調整していくこととしています。
・原　まさ様～主治医面談について、主治医より火曜日15時以降であれば対応可能とお返事ありました。家族へ連絡し日程調整していくこととしています。また、本日デポ剤実施のため、1日分のみインヴェガ除剤の指示あり対応しています。

・瀬川　高雄様～頭痛時カロナール(200)処方いただいています。

・藪　真弓様～便秘時ピコスルファートNa内用液処方いただいています。
・小向　栄子様～便秘時ピコスルファートNa内用液処方いただいています。

・岩間　史隆様～施設より7月30日10時受け入れの希望あり、当院の退院時間は9時半頃を予定しています。PSWスタッフを通し、退院日までに私服のご用意をいただきたいことを連絡しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・川村　享様～飲水要求頻回にあり、共用冷蔵庫内の他患のペットボトルを盗み飲水に及んでいる様子があり都度介入を要しています。ここ連日の尿便失禁や歩行不安定さもあり、身体症状に注意し見守りや介入を行っていきましょう。
・大平　香奈様～連日男性スタッフに対し訴え頻回であったり、腕を叩く粗暴行為が有ったりと頓服内服しています。依存的動作や演技的様子もある為適度に距離を保ち関わっていきましょう。
・佐々木　康子様～床屋の申し込み用紙や新品の箱ティッシュをたくさんため込んでおり、必要分のみ残しほとんどは回収しています。定期的に本人のベッド周りを確認し、荷物整理などしていきましょう。
＜田名部Dr.患者診察情報＞
・七戸　康徳様～診察時は幻聴訴え無く夜間もよく眠れていると話され、退院後は農家の手伝いや登山、卓球などの趣味をやろうと思っていると話されている。変更無く継続処方となる。
・鈴木　達也様～診察時調子はまあまあと話され昼と夕方が眠いと話されており、日課遅れも眠気がある為だと話されている。薬剤調整あり、クエチアピン(50)3Ｔ　3×→1T　1×夕食後へ減量となっており他継続処方となっている。また、ゲーム機に関しては、紛失に注意する事や約束事を守っての使用許可となる。
・内山　陽大様～母様は自宅への退院希望で自身は施設希望されているため、今後どう折り合いを付けるか検討していきましょうとお話し受けている。薬剤調整あり、オランザピン(5)→(2.5)1Ｔ　1×夕へ減量、アリピプラゾール(6)1Ｔ　1×夕食後　が追加となっている。
・川村　貴美代様～診察時も、幻聴訴え無く調子はいいと話され日中は眠気があると話されている。薬剤調整あり、オランザピン(10)→(7.5)に減量、カロナール(200)1Ｔ　1×朝食後が追加となる。
・沢田　秋子様～診察時も主治医からの問いに小声で返答されている。変更無く継続処方となる。
・小泉　裕子様～診察時は嘔吐があったと話され食事にも覚醒剤などが入っており食後に吐いたと話されている。妄想言動もあり。変更無く継続処方となる。
・鈴木　知子様～診察時幻聴はないと話され、同室者(K様)がトランプやろうってしつこかったと不満を話されているが不穏さはない。変更無く継続処方となっている。
・野坂　翔様～診察時、ボイスレコーダーの使用に関し、主治医より“治療に必要のない物の使用は控えて欲しい”とお話しあるも“スタッフの目の前で使うのとかどうですか？(受け持ちスタッフ)と決め事したのですが”といってメモ紙を見せたりしており、主治医より再三の説明にて使用不許可で了承されている。変更無く継続処方となっている。
・長瀬　伸也様～診察時も妄想に左右された言動なく、落ち着いて話されている。

ハロマンス筋注　7/24(木)予定。
・田端　香織様～診察時は外出は楽しかったと話され、病棟内ではイライラはしょっちゅうあると話されている。薬剤調整あり、レキサルティ中止、アリピプラゾール(3)1T　1×夕食後が追加となる。
＜皮膚科診察情報＞
・野坂 翔様～ナジフロキサシンクリーム１本 処方となる。
・中山　真由美様～尿素クリーム（ウレパールクリーム）１本、テルビナフィンクリーム１本処方となる。
・川村　貞子様～本人よりテルビナフィン塩酸塩クリーム処方の希望あるも、

下腿にはデルモゾールDPクリーム塗布するよう指示あり。
・大平　香奈様～特変無い為同前処置となる。
・竹林　幹彦様～右足底の過角化局在している為、削って頂いている。同前処置。
・藪　真弓様～デルモゾールDPクリーム2本処方。
・古積 幸太様～ゲンタマイシン軟膏１本処方。
・小山　仁様～同前処置。
＜深澤Dr.患者様診察情報＞

・中山　真由美様～診察にて、本人から主治医へ頓用のクエチアピン錠が効果があると感じるとのことで定期薬を変えて欲しいと訴えあり。ヒルナミン(5)6錠×毎食後→クエチアピン(25)3錠×毎食後へ次回定期より変更となる。
・吉田　富秋様～OTスタッフより、本人が自室に薬剤をためていると報告あり。居室内確認すると、眠前薬のデエビゴ錠が7個ほどティッシュにくるんで置いてある状態を発見。主治医へ情報提供行い、眠前薬は飲み切り中止で良いとの指示受ける。処方変更までに今残っている分の薬剤に関して本人と相談し服用を決めて良いとの事。今後は眠前薬中止し、適宜頓服での対応となる。また、ここ最近で本人の易怒性が増し、OTスタッフへも易怒的になっているとのことで、ラツーダ錠20mg×2錠から80mg×1錠へ増量となる。
＜転入患者様情報＞

・中村　まさ子様（柞木田Dr.）受け持ち：柳田

　以下、添付したサマリを参照ください。
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転棟サマリー

（東病棟Bユニット→西病棟○ユニット）

転出日：R7年　7月　22日

患者様氏名 中村 まさ子  　様  担当主治医　：　柞木田　なつみ

 

 あり

入院年月日 令和7年6月30日　（1回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名　：　うつ病

 身体合併症　：　器質性精神障害の疑い、統合失調症、不眠症

                       便秘症、疼痛

備考



【緊急時】搬送希望

【CS】Bプラン　家族洗濯

【買い物】5000円/月

【既往歴】関節リウマチ

【他科受診】本田整形薬無くなり次第

【持参薬】あり：切替希望、整形に関してはリウマチのためなくなる前に受診を！（柞木田Dr指示）

前回7/15家族様のみで受診し60日分持参あり。次回は本人様も受診予定。日時近くなったら決めて下さ

い。

【ワクチン】希望なし

コロナ最終数年前2回程度接種、インフルR6.10

【貴重品】スマホ、ラジオ、イヤホン（Ｄｒより使用許可あり）

※血圧3検指示あり。酸化マグネシウム適宜調整可。

最終排便（令和7年7月21日）

精神症状 食欲低下、気分の落ち込み

問題行動 なし

処遇制限 なし

 常食（軽々食）

 

（記載者：菊地　裕実果　　　印　　）

最終入浴日（令和7年7月21日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

【退院先】自宅

現在の処置 なし

ADL


